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● ● ● 
Ⅱ
の
三
種
に
限
ら
れ
る
（
石
井
一
一
○
○
七
ｃ
）
。
瓦
当
紋
様
か
ら
見
た
と
き
、
こ
れ
ら
三
種
に
分
類
さ
れ
る
軒
丸
瓦
は
沖
縄
本
島
全
体
で
多
種
あ
る
が
、
瓦
当
箔
毎
に
見
る
と
そ
の
殆
ど
全
て
が
湧
田
古
窯
跡
で
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
湧
田
古
窯
で
は
、
こ
れ
ら
三
種
の
軒
瓦
ほ
ぼ
全
て
の
独
占
的
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
牡
丹
紋
様
以
外
の
瓦
当
紋
様
を
有
す
る
も
の
、
完
形
資
料
の
不
足
か
ら
上
記
の
分
類
に
分
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
ほ
と
ん
ど
全
て
の
種
類
が
確
認
さ
れ
る
（
石
井
二
○
○
七
ｃ
）
。
湧
田
古
窯
跡
出
土
の
軒
平
瓦
は
、
上
述
の
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
の
う
ち
ａ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
、
ａ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
に
限
ら
れ
る
（石井投稿中）。
瓦
当
紋
様
か
ら
見
た
と
き
、
こ
れ
ら
二
種
に
分
類
さ
れ
る
軒
平
瓦
は
多
種
あ
る
が
、
軒
丸
瓦
と
同
じ
く
や
は
り
殆
ど
全
て
が
湧
田
古
窯
跡
で
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
湧
田
古
窯
で
は
、
こ
れ
ら
二
種
ほ
ぼ
全
て
の
独
占
的
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
牡
丹
紋
様
以
外
の
瓦
当
紋
様
を
有
す
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど
全
て
の
種
類
が
確認される（石井投稿中）。
一
方
、
上
述
し
た
軒
丸
瓦
一
一
一
種
、
軒
平
瓦
二
種
に
属
し
な
が
ら
、
瓦
当
箔
で
見
た
と
き
現
時
点
で
湧
田
古
窯
跡
か
ら
出
土
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
も
存
在
す
る
。
よ
り
広
範
囲
の
発
掘
が
行
わ
れ
れ
ば
出
土
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
出
土
の
見
ら
れ
な
い
資
料
は
湧
田
古
窯
で
は
生
産
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
型
式
学
的
分
析
か
ら
、
出
土
が
確
認
さ
れ
な
い
瓦
当
紋
様
は
三
種
の
中
で
も
後
出
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
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石
垣
島
の
琉
球
近
世
瓦
筆
者
は
か
っ
て
石
垣
島
出
土
の
琉
球
近
世
瓦
を
集
成
し
、
沖
縄
本
島
の
資
料
と
同
じ
手
法
で
分
類
を
試
み
た
こ
と
が
ある（石井二○○七ｂ）。全形の確認出来る完形資料が乏しかったため分類不能なものもあったが、
結果以下の通りである。なお前の論考では設定しなかった軒平瓦の分類２種（ａｌ６ＩⅡ、ｃｌ５ｌ
Ⅱ
）
を
今
回
新
た
に
追
加
す
る
。
出土点数もさることながら、さらに出土種類数の多さは、湧田古窯が琉球王国近世期の瓦生産にお
いて中心的位置を占めていたことを物語る。
Ⅱ
）
を
今
軒
九
瓦
・
瓦
当
接
合
角
度
鈍
角
・
赤
色
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
を
整
形
ｌ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
皿
Ｃ
１
２
ｌ
Ⅱ
・
瓦
当
接
合
角
度
不
詳
・
灰
褐
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
を
整
形
Ｉ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
函
？
ｇ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
・瓦当接合角度不詳・赤色ｌ木箔・箔バリを整形ｌ牡丹紋様Ⅱ函？ｒｌ２ｌⅡ
・瓦当接合角度鋭角・赤色ｌ木箔・箔バリを整形ｌ牡丹紋様以外
ち
上
述
の
三
種
に
属
し
な
が
ら
、
湧
田
古
窯
が
閉
窯
さ
れ
て
後
に
生
産
さ
れ
た
種
類
が
あ
り
う
る
（
石
井
二○○七ｃ、投稿中）。
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本
島
の
資
料
と
同
様
に
、
牡
丹
紋
様
は
さ
ら
に
細
分
可
能
で
あ
る
。
ま
た
分
類
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
石
垣
島
で
確
認
さ
れ
る
琉
球
近
世
瓦
全
般
に
言
え
る
こ
と
と
し
て
、
胎
土
に
白
色
鉱
物
が
多
く
混
入
し
て
い
る
こ
と
、
色
調
が
赤
色
系
の
場
合
沖
縄
本
島
の
資
料
に
比
べ
て
黒
味
が
か
っ
た
赤
色
を
呈
す
る
こ
と
、
焼
成
に
失
敗
し
自
然
釉
を
吹
い
た
資
料
が
漆
喰
の
付
い
た
状
態
で
確
認
さ
れ
、
そ
う
し
た
製
品
で
も
屋
根
に
葺
か
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
、
が
挙
げ
軒
平
瓦
・
内
面
接
合
粘
土
厚
・
灰
褐
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
整
形
①
・
瓦
当
裏
ナ
デ
斜
ｌ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
”
ａ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
・
内
面
接
合
粘
土
厚
・
灰
褐
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
整
形
①
・
瓦
当
裏
ナ
デ
縦
ｌ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
函
ａ
Ｉ
６
ｌ
Ⅱ
・
内
面
接
合
粘
土
簿
・
赤
色
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
整
形
①
・
瓦
当
裏
ナ
デ
斜
ｌ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
亜
ｃ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
・
内
面
接
合
粘
土
簿
・
赤
色
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
整
形
①
・
瓦
当
裏
ナ
デ
横
Ｉ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
亜
ｃ
ｌ
５
ｌ
Ⅱ
・
内
面
接
合
粘
土
簿
・
赤
色
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
整
形
①
・
瓦
当
裏
ナ
デ
縦
ｌ
牡
丹
紋
様
Ⅱ
函
ｃ
ｌ
６
ｌ
Ⅱ
・
内
面
接
合
粘
土
簿
・
赤
色
ｌ
木
箔
・
箔
バ
リ
整
形
①
・
瓦
当
裏
ナ
デ
縦
ｌ
牡
丹
紋
様
以
外
※
「
？
ｇ
」
、
「
？
ｒ
」
は
葺
き
方
に
関
す
る
特
徴
の
う
ち
色
調
の
み
が
判
断
出
来
る
こ
と
を
示
す
記
号
と
し
て
用
い
る
。
「
？
ｇ
」
は
灰
・
褐
色
系
、
「
？
ｒ
」
は
赤
色
系
に
属
す
る
。
蕾われる。
上
述
し
た
通
り
、
近
世
の
石
垣
島
に
は
四
つ
の
瓦
窯
が
操
業
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
対
象
を
名
蔵
窯
跡
、
黒
石
川
197沖縄本島と石垣島琉球近世瓦の展開
Hosei University Repository
名
蔵
窯
跡
と
軒
瓦
名
蔵
窯
跡
は
石
垣
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
発
掘
報
告
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
そ
の
詳
細
な
内
容
は
不
明
だ
が
、
一
部
の
情
報
は
開
示
さ
れ
概
要
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
表
採
資
料
が
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
名
蔵
窯
跡
で
検
出
さ
れ
た
窯
の
構
造
は
湧
田
古
窯
跡
で
発
掘
さ
れ
た
平
窯
の
構
造
と
良
く
類
似
す
る
と
い
う
（
池
田
一
一
○
○
三
）
。
ま
た
現
地
説
明
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
筆
者
が
か
っ
て
軒
九
瓦
蔵
元
Ａ
、
軒
平
瓦
蔵
元
Ａ
と
呼
称
を
与
え
た
も
の
と
同
じ
軒
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
両
種
と
も
呼
称
の
示
す
通
り
蔵
元
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
名
蔵
窯
の
供
給
先
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
二
種
は
上
述
し
た
石
垣
島
の
窯
跡
の
う
ち
名
蔵
窯
か
ら
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
名
蔵
窯
で
の
み
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
蔵
元
跡
遺
跡
出
土
資
料
で
は
あ
る
が
そ
の
分
析
は
名
蔵
窯
の
瓦
生
産
技
術
の
分
析
に
繋
が
る
。
ま
た
全
形
が
不
明
で
あ
る
た
め
断
言
出
来
な
い
が
、
軒
丸
瓦
黒
石
川
Ａ
ら
し
き
瓦
当
紋
様
も
出
土
し
て
い
る
。
事
実
な
ら
名
蔵
窯
と
黒
石
川
窯
の
結
び
つ
き
を
示
唆
す
る
資
料
と
い
え
る
。
な
お
軒
平
瓦
蔵
元
Ａ
は
名
蔵
窯
跡
で
表
採
さ
れ
た
資
料
も
確
認
さ
れ
る
。
合
わ
せ
て
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
に
窯
跡
に
絞
り
、
順
に
資
料
を
分
析
し
て
沖
縄
本
島
の
資
料
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
１〕し（や（ノ◎
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軒丸瓦（図４）
蔵
元
跡
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
軒
丸
瓦
蔵
元
Ａ
は
丸
瓦
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
瓦
当
接
合
角
度
は
不
詳
で
あ
る
。
色
調
は
灰
・
褐
色
系
に
分
類
さ
れ
る
。
瓦
当
面
の
観
察
か
ら
木
箔
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
瓦
当
周
縁
は
な
で
つ
け
て
整
形
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当
紋
様
は
牡
丹
紋
様
で
周
り
を
珠
文
が
巡
り
、
子
一
男
、
雌
し
べ
の
特
徴
が
沖
縄
本
島
の
資
料
に
最
も
近
い
。
中
で
も
雌
し
べ
に
注
目
す
べ
き
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
根
元
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
る
。
本
島
の
分
類
と
照
ら
し
た
時
蔵
元
Ａ
の
瓦
当
紋
様
は
牡
丹
紋
様
Ⅱ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
諸
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
蔵
元
跡
遺
跡
出
土
の
軒
九
瓦
蔵
元
Ａ
は
？
ｇ
Ｉ
２
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
軒
平
瓦
（
図
５
）
軒平瓦蔵元Ａは内面接合粘土が厚く、色調は灰・褐色系に分類される。瓦当面の観察から木箔を用
いたものと考えられ、瓦当周縁はナデ整形が不徹底である。瓦当裏は左上がりの斜めナデが施される。
瓦
当
紋
様
は
牡
丹
紋
様
で
子
一
房
の
上
端
が
平
坦
な
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
本
島
の
分
類
の
う
ち
牡
丹
紋
様
Ⅱ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
諸
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
蔵
元
跡
遺
跡
出
土
の
軒
平
瓦
蔵
元
Ａ
は
ａ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
方
名
蔵
窯
跡
で
表
採
さ
れ
た
資
料
は
瓦
当
裏
に
縦
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
点
で
相
違
点
も
あ
る
。
こ
の
表
採
資
料
は
ａ
ｌ
６
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
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内面接合粘土簿・赤色一木箔・箔バリ整形①・瓦当裏ナデ縦一牡丹紋様Ⅱ
ｃ－６－Ⅱ蔵元Ｂ
内面接合粘土簿・赤色一木箔・箔バリ整形①・瓦当裏ナデ縦一牡丹紋様Ⅱ
ｃ－６－Ⅱ桃林寺①
内面接合粘土簿・赤色一木錨・箔バリ整形①・瓦当裏ナデ縦一牡丹紋様以外
黒石)IＩＢ
内面接合粘土簿・赤色一木箔・箔バリ整形①・瓦当裏ナデ縦一牡丹紋様以外
蔵元Ｃ
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黒
石
川
窯
跡
と
出
土
軒
瓦
黒
石
川
窯
跡
は
石
垣
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
既
に
精
繊
な
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
遺
物
の
実
見
も
可
能
な
状
態
に
あ
る
。
同
じ
石
垣
島
に
築
か
れ
た
窯
で
あ
り
な
が
ら
、
出
土
す
る
軒
瓦
の
特
徴
は
前
述
の
資
料
と
は
相
違
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
軒
丸
瓦
は
黒
石
川
Ａ
、
黒
石
川
Ｂ
が
、
軒
平
瓦
は
黒
石
川
Ａ
、
黒
石
川
Ｂ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
軒丸瓦（図４）
軒
丸
瓦
黒
石
川
Ａ
は
何
れ
の
資
料
も
丸
瓦
部
が
欠
損
し
て
お
り
瓦
当
接
合
角
度
は
不
詳
で
あ
る
。
色
調
は
赤
色
系
に
分
類
さ
れ
る
。
瓦
当
面
の
観
察
か
ら
木
箔
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
瓦
当
周
縁
は
な
で
つ
け
て
整
形
さ
れ
て
い
る
。
瓦
当
紋
様
は
牡
丹
紋
様
Ⅱ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
湧
田
古
窯
に
見
ら
れ
る
牡
丹
紋
様
Ⅱ
を
上
下
逆
に
接
合
す
る
と
い
う
特
異
性
を
持
つ
。
以
上
の
諸
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
軒
丸
瓦
黒
石
川
Ａ
は
？
ｒ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
軒
九
瓦
黒
石
川
Ｂ
も
同
様
の
諸
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
が
確
認
さ
れ
、
や
は
り
？
ｒ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
軒平瓦（図５，６）
軒
平
瓦
黒
石
川
Ａ
は
内
面
接
合
粘
土
が
薄
く
、
色
調
は
赤
色
系
に
分
類
さ
れ
る
。
瓦
当
面
の
観
察
か
ら
木
箔
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
瓦
当
周
縁
は
ナ
デ
整
形
が
不
徹
底
で
あ
る
。
瓦
当
裏
は
縦
ナ
デ
が
施
さ
れ
ろ
。
以
上
の
諸
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
軒
平
瓦
黒
石
川
Ａ
は
ｃ
ｌ
６
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
方
若
干
数
だ
が
瓦
当
裏
に
斜
め
ナ
デ
や
横
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
資
料
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ｃ
ｌ
２
Ｉ
Ⅱ
、
ｃ
ｌ
５
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
ろ
。
但
し
横
ナ
デ
は
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名
蔵
窯
で
生
産
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
軒
九
瓦
蔵
元
Ａ
は
子
房
、
珠
文
、
雌
し
べ
の
特
徴
が
沖
縄
本
島
の
資
料
に
最
も
近
い
。
中
で
も
雌
し
べ
に
注
目
す
べ
き
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
根
元
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
る
。
沖
縄
本
島
の
資
料
で
は
軒
丸
瓦
湧
田
古
窯
Ｓ
の
み
が
同
じ
特
徴
を
有
す
る
。
但
し
紋
様
の
構
成
要
素
は
減
り
湧
田
古
窯
Ｓ
よ
り
簡
素
で
あ
る
。
軒
丸
瓦
蔵
元
Ａ
の
瓦
当
と
丸
瓦
部
の
接
合
角
度
は
判
然
と
し
な
い
が
、
色
調
は
灰
・
褐
色
系
を
呈
し
、
瓦
当
箔
は
木
製
で
、
箔
バ
リ
が
整
形
さ
れ
る
と
い
っ
た
蔵
元
Ａ
の
特
徴
は
瓦
当
紋
様
以
外
も
湧
田
古
窯
Ｓ
と
共
通
す
る
（
図
４
）
。
名
蔵
窯
で
生
産
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
軒
平
瓦
蔵
元
Ａ
の
子
房
は
上
端
が
平
坦
な
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
沖
縄
本
島
沖
縄
本
島
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
深
い
指
跡
を
残
す
も
の
で
は
な
く
、
表
面
を
平
滑
に
す
る
程
度
の
ナ
デ
に
留
ま
る
（
図
軒
平
瓦
黒
石
川
Ｂ
は
瓦
当
紋
様
が
幾
何
学
的
な
紋
様
で
、
牡
丹
紋
様
と
は
し
が
た
い
。
内
面
接
合
粘
土
が
薄
く
、
色
調
は
赤
色
系
に
分
類
さ
れ
る
。
瓦
当
面
に
紋
様
と
無
関
係
に
走
る
並
行
す
る
凸
線
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
木
箔
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
瓦
当
周
縁
は
ナ
デ
整
形
が
不
徹
底
で
あ
る
。
瓦
当
裏
は
様
々
な
方
向
の
ナ
デ
が
重
な
り
特
定
の
方
向
に
分
類
し
難
い
。
但
し
「
桃
林
寺
」
と
注
記
さ
れ
た
八
重
山
博
物
館
所
蔵
の
資
料
は
縦
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
（
図
６
）
。
現
時
点
で
は
類
例
が
乏
し
く
何
れ
が
主
体
と
な
る
か
判
然
と
し
な
い
。
５）。考
察
琉
球
近
世
瓦
の
展
開
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の
牡
丹
紋
様
Ⅱ
の
中
で
、
軒
平
瓦
崇
元
寺
Ａ
が
同
じ
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
但
し
軒
丸
瓦
と
同
じ
く
紋
様
の
構
成
要
素
は
減
り
崇
元
寺
Ａ
よ
り
簡
素
で
あ
る
。
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
箔
パ
リ
の
整
形
が
徹
底
せ
ず
、
色
調
が
灰
・
褐
色
を
呈
し
、
瓦
当
箔
は
木
製
で
、
瓦
当
裏
の
調
整
は
斜
め
ナ
デ
が
卓
越
す
る
と
い
っ
た
諸
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
は
ａ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
、
本
島
に
類
例
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
軒
平
瓦
崇
元
寺
Ａ
は
同
じ
ａ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
但
し
名
蔵
窯
表
採
の
軒
平
瓦
に
は
瓦
当
裏
の
調
整
が
縦
ナ
デ
に
分
類
さ
れ
る
資
料
も
あ
り
、
黒
石
川
窯
跡
出
土
資
料
と
共
通
す
る
の
は
注
目
す
べ
き
と
い
え
る
（
図
５
）
。
黒
石
川
窯
の
軒
九
瓦
に
は
沖
縄
本
島
出
土
資
料
と
異
な
る
特
徴
が
見
出
せ
る
。
軒
九
瓦
黒
石
川
Ａ
、
黒
石
川
Ｂ
は
？
ｒ
１
２
１
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
流
儀
に
関
す
る
特
徴
は
湧
田
古
窯
跡
や
蔵
元
跡
の
資
料
と
も
共
通
す
る
が
、
葺
き
方
に
関
す
る
特
徴
の
う
ち
色
調
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
ま
た
瓦
当
紋
様
は
湧
田
古
窯
跡
出
土
資
料
に
見
ら
れ
る
牡
丹
紋
様
Ⅱ
を
逆
転
さ
せ
た
紋
様
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
湧
田
古
窯
跡
の
資
料
と
の
明
瞭
な
相
違
点
と
い
え
る
（
図
４
）
。
逆
転
が
何
時
、
何
故
生
じ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
名
蔵
窯
跡
の
報
告
が
な
さ
れ
た
時
点
で
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
たい。この相違点は軒九瓦蔵元Ａには必ずしも一一一一口えないことだが、名蔵窯跡から赤色系の軒九瓦黒石
川
Ａ
と
み
ら
れ
る
資
料
が
出
土
し
て
い
る
の
は
注
目
し
て
お
き
た
い
（
石
垣
市
教
育
委
員
会
二
○
○
二
）
。
黒
石
川
窯
の
軒
平
瓦
黒
石
川
Ａ
は
ｃ
Ｉ
６
ｌ
Ⅱ
を
主
体
と
し
、
色
調
は
赤
色
系
で
内
面
接
合
粘
土
は
薄
い
。
瓦
当
裏
の
ナ
デ
方
向
は
縦
ナ
デ
が
主
体
と
な
る
。
葺
き
方
に
関
す
る
特
徴
、
流
儀
に
関
す
る
特
徴
と
も
に
湧
田
古
窯
跡
の
資
料
と
は
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
相
違
点
は
同
時
に
蔵
元
跡
の
軒
平
瓦
と
の
相
違
点
で
も
あ
る
が
、
名
蔵
窯
跡
表
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採
資
料
は
ａ
ｌ
６
ｌ
Ⅱ
、
黒
石
川
窯
跡
出
土
資
料
に
は
ｃ
ｌ
２
ｌ
Ⅱ
が
あ
り
、
流
儀
に
関
す
る
特
徴
が
一
部
共
通
す
る
資
料
も
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
他
の
窯
に
類
例
が
見
ら
れ
な
い
ｃ
ｌ
５
Ｉ
Ⅱ
も
黒
石
川
窯
の
特
異
性
を
表
し
て
い
ろ
と
評
価
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
沖
縄
本
島
・
石
垣
島
の
軒
瓦
は
同
じ
分
類
で
括
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
同
じ
分
類
に
属
す
る
も
の
は
、
同
じ
設
計
、
同
じ
製
作
の
流
儀
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
窯
別
に
細
か
く
言
え
ば
、
推
定
名
蔵
窯
の
軒
瓦
と
、
湧
田
古
窯
の
終
末
期
か
ら
閉
窯
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る
軒
瓦
と
が
同
じ
設
計
、
同
じ
製
作
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
石
川
窯
跡
の
軒
瓦
は
沖
縄
本
島
の
軒
瓦
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
ろ
。
両
者
は
疎
遠
な
関
係
に
あ
り
、
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
名
蔵
窯
表
採
の
軒
瓦
と
黒
石
川
窯
の
軒
瓦
と
は
一
部
の
資
料
に
共
通
す
る
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
蔵
元
跡
出
土
資
料
を
始
め
と
す
る
石
垣
島
の
軒
平
瓦
に
は
、
黒
石
川
窯
の
軒
平
瓦
に
見
ら
れ
た
ｃ
ｌ
６
ｌ
Ⅱ
及
び
設
計
、
製
作
が
ｃ
ｌ
６
ｌ
Ⅱ
と
共
通
す
る
牡
丹
紋
様
以
外
の
軒
平
瓦
が
多
く
見
ら
れ
る
（
図
６
）
。
年
代
の
根
拠
は
乏
し
い
が
、
黒
石
川
窯
以
後
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
黒
石
川
窯
の
軒
瓦
の
設
計
、
製
作
、
デ
ザ
イ
ン
は
以
後
石
垣
島
の
主
流
と
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
窯
跡
に
文
献
史
料
か
ら
年
代
を
与
え
る
と
、
湧
田
古
窯
、
名
蔵
窯
、
黒
石
川
窯
の
順
に
築
か
れ
た
と
解
釈
さ
れ
ろ
。
ま
た
名
蔵
窯
は
黒
石
川
窯
に
統
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
阿
利
一
九
九
二
）
。
上
述
の
近
似
性
は
文
献
史
料
の
分
析
か
ら
見
る
窯
の
推
移
と
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
窯
を
越
え
た
特
徴
の
伝
播
208 
Hosei University Repository
は
瓦
工
の
移
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
各
窯
で
の
諸
特
徴
の
変
容
は
、
技
術
を
継
承
し
た
在
地
の
瓦
工
の
創
意
や
く
せ
の
表
れ
と
解
釈
出
来
、
技
術
の
在
地
化
と
解
釈
で
き
ろ
。
『
八
重
山
島
年
来
記
」
に
は
島
民
へ
造
瓦
法
を
伝
授
し
た
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
傍
証
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
黒
石
川
窯
の
軒
瓦
は
も
は
や
湧
田
古
窯
の
軒
瓦
と
共
通
す
る
特
徴
は
見
出
し
に
く
い
。
黒
石
川
窯
の
瓦
に
は
本
島
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
石
垣
島
の
独
自
性
が
看
取
出
来
る
。
但
し
色
調
が
赤
色
系
で
瓦
当
接
合
部
裏
面
の
粘
土
が
薄
い
と
い
う
葺
き
方
に
関
す
る
特
徴
の
組
み
合
わ
せ
即
ち
瓦
の
設
計
は
、
湧
田
古
窯
以
後
に
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
島
の
資
料
に
も
見
ら
れ
る
。
色
調
の
変
化
は
特
に
目
に
付
く
特
徴
だ
が
、
本
島
と
石
垣
島
と
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
展
開
し
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
黒
石
川
窯
の
軒
瓦
は
赤
色
系
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
世
紀
前
半
に
は
石
垣
島
で
赤
色
系
の
瓦
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
名
蔵
窯
跡
か
ら
軒
丸
瓦
黒
石
川
Ａ
が
出
土
し
て
い
る
（
石
垣
市
教
育
委
員
会
二
○
○
二
）
な
ら
、
石
垣
島
で
は
名
蔵
窯
の
操
業
期
間
中
、
文
献
に
従
え
ば
一
七
世
紀
の
末
か
ら
一
八
世
紀
の
前
半
ま
で
の
間
に
生
じ
て
い
る
。
「
乾
隆
三
年
」
と
記
さ
れ
た
沖
縄
本
島
の
赤
色
系
の
九
瓦
に
見
る
年
代
と
近
く
、
今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
湧
田
古
窯
か
ら
石
垣
島
へ
の
瓦
工
の
移
動
は
何
を
背
景
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
蔵
元
跡
や
名
蔵
窯
表
採
の
軒
瓦
に
は
湧
田
古
窯
の
軒
瓦
の
中
で
も
終
末
期
な
い
し
閉
窯
後
と
解
釈
さ
れ
る
資
料
と
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
『
球
陽
』
に
は
湧
田
古
窯
が
一
六
八
二
年
に
壺
屋
へ
統
合
さ
れ
た
と
記
述
さ
れ
る
。
名
蔵
窯
の
開
窯
は
「
八
重
山
島
年
来
記
』
か
ら
一
六
九
五
年
と
さ
れ
十
余
年
の
ず
れ
が
あ
る
も
の
の
、
発
掘
成
果
か
ら
湧
田
古
窯
は
一
六
八
二
年
以
後
も
一
部
存
続
し
ている。「
ろ
だ
ろ
う
。
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た
可
能
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
一
九
九
三
）
。
大
規
模
な
窯
で
あ
る
が
故
に
統
合
に
手
間
取
っ
た
の
か
あ
る
い
は
部
分
的
な
統
合
だ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
沖
縄
本
島
の
窯
業
が
大
き
く
編
成
さ
れ
て
い
く
最
中
、
壺
屋
へ
と
移
転
し
つ
つ
あ
る
湧
田
古
窯
か
ら
瓦
工
が
石
垣
島
へ
渡
っ
て
行
っ
た
、
す
な
わ
ち
瓦
工
の
移
動
は
沖
縄
本
島
の
窯
業
大
編
成
を
背
景
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
確
証
を
得
る
に
は
両
島
の
窯
業
に
お
け
る
年
代
を
も
う
少
し
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
他
の
窯
業
製
品
の
状
況
に
も
広
く
目
を
配
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
考
古
資
料
、
文
献
史
料
の
分
析
か
ら
、
湧
田
古
窯
か
ら
石
垣
島
へ
瓦
工
が
招
致
さ
れ
、
湧
田
古
窯
の
設
計
、
製
作
、
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
て
石
垣
島
の
瓦
生
産
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
瓦
工
の
移
動
に
は
沖
縄
本
島
の
窯
業
大
編
成
を
背
景
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
湧
田
古
窯
の
閉
窯
は
壷
屋
へ
の
一
元
化
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
多
元
化
だ
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
石
垣
島
に
伝
え
ら
れ
た
湧
田
古
窯
の
技
術
は
や
が
て
独
自
化
し
、
黒
石
川
窯
以
後
は
湧
田
古
窯
と
は
さ
ら
に
異
な
る
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
一
方
湧
田
古
窯
以
後
の
本
島
の
瓦
と
は
設
計
の
点
で
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。
黒
石
川
窯
で
の
変
容
は
、
湧
田
古
窯
以
降
の
本
島
の
瓦
生
産
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
黒
石
川
窯
以
後
の
石
垣
島
の
軒
瓦
は
黒
石
川
窯
で
培
わ
れ
た
設
計
、
製
作
、
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
述
べ
た
。
一
八
世
紀
以
降
の
両
島
の
窯
業
技
術
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
未
だ
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
ま
と
め
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本
稿
で
は
琉
球
近
世
瓦
の
分
析
に
終
始
し
た
が
、
琉
球
の
窯
業
を
総
括
的
に
捉
え
る
に
は
さ
ら
に
他
の
資
料
へ
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
八
重
山
の
古
陶
に
は
「
湧
田
や
喜
名
（
知
花
）
や
古
我
知
に
見
ま
が
う
」
も
の
が
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
丹
尾
二
○
○
七
）
。
実
際
湧
田
古
窯
跡
で
出
土
す
る
口
縁
形
態
の
播
鉢
は
石
垣
島
に
見
ら
れ
ず
、
他
の
窯
業
製
品
全
て
の
技
術
が
湧
田
古
窯
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
丹
尾
氏
の
指
摘
が
事
実
な
ら
石
垣
島
の
窯
業
は
本
島
の
複
数
の
窯
か
ら
様
々
な
系
統
の
技
術
者
が
集
ま
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
複
数
系
統
の
混
在
と
い
う
出
発
点
が
八
重
山
に
お
け
る
窯
業
の
独
自
性
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
検
証
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
考
古
資
料
の
み
な
ら
ず
、
文
献
史
学
を
始
め
と
す
る
関
連
諸
領
域
へ
も
目
を
向
け
た
、
よ
り
多
角
的
な
検
証
が
望
ま
れ
る
。
いえる。
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注
釈（１） 筆
者
は
か
っ
て
、
一
七
○
九
年
に
首
里
城
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
以
後
新
た
な
瓦
葺
き
の
記
事
が
減
る
こ
と
か
ら
、
瓦
の
意
味
合
い
が
変
化
し
た
原
因
の
ひ
と
つ
に
防
災
機
能
へ
の
疑
問
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
（
石
井
二
○
○
六
ａ
）
。
し
か
し
石
垣
島
の
史
料
か
ら
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
瓦
に
防
火
機
能
が
期
待
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
（
石
井
二
○
○
七
ａ
）
。
琉
球
王
国
の
瓦
に
対
す
る
姿
勢
は
一
七
世
紀
後
半
以
降
一
貫
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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